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日経平均の日足チャート

ＡＩ半導体は大幅増益織り込み済みか？

リスク織り込み確度の高い予想
任
天
堂
や
ト
ヨ
タ
自
な
ど

１Ｑ決算で好業績株選別
　

７
月
２
０
日
の
参
議
院
選
挙
が
通
過
し
た
こ
と
で
次
の
関
心
は
３

月
期
企
業
の
第
１
四
半
期
（
４
～
６
月
）
発
表
に
関
心
が
移
る
こ
と
に

な
る
。
３
カ
月
前
の
通
期
決
算
発
表
時
に
は
、
間
髪
を
い
れ
ず
に
発
表

さ
れ
る
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」で
先
が
読
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
が
、

今
回
発
表
さ
れ
る
第
１
四
半
期
決
算
で
は
、
あ
る
程
度
は
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
の
方
針
が
具
体
化
し
た
こ
と
で
各
社
は
リ
ス
ク
を
織
り
込
ん

だ
よ
り
確
度
の
高
い
予
想
を
打
ち
出
し
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う

な
れ
ば
好
業
績
企
業
へ
の
選
別
物
色
意
欲
も
高
ま
っ
て
き
そ
う
だ
。

　

デ
ィ
ス
コ
（
６
１
４

６
）
が
９
日
に
２
６
年

３
月
期
の
業
績
予
想
を

第
１
四
半
期
連
結
営
業

利
益
で
、
２
３
８
億
円

か
ら
３
４
４
億
８
０
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

３
．
３
％
増
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
そ
の
後
、

一
転
し
て
第
２
四
半
期

予
想
を
減
益
で
発
表
し

た
。
今
後
の
半
導
体
関

連
企
業
の
決
算
に
も
警

戒
感
が
残
る
な
か
、
製

造
装
置
大
手
で
は
ア
ド

バ
ン
テ
ス
ト
（
６
８
５

７
）
が
７
月
２
９
日
、

レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク
（
６

９
２
０
）

が
８
月
７

日
に
控
え

る
。
レ
ー

ザ
ー
テ
ッ

ク
は
Ｅ
Ｕ

Ｖ
マ
ス
ク

検
査
装
置

が
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
向
け
の

拡
大
が
期

待
さ
れ
て

お
り
、
第

１
四
半
期

で
具
体
的

な
内
容
が
確

認
さ
れ
れ
ば
、

デ
ィ
ス
コ
と

同
様
に
上
振
れ
へ
の
期

待
が
高
ま
ろ
う
。

　

株
価
は
高
値
更
新
後

に
調
整
色
を
強
め
て
い

る
任
天
堂
（
７
９
７
４
）

は
８
月
１
日
に
発
表
を

予
定
し
て
い
る
。
「
Ｎ

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ 

Ｓ

ｗ
ｉ
ｔ

ｃ
ｈ　

２
」
は

６
月
５

日
発
売

後
４
日

間
で
世

界
累
計

販
売
台

数
が
３

５
０
万

台
を
突

破
し
た

が
、
未

だ
品
薄

感
は
解

消
さ
れ
い
な
い
。
具
体

的
な
増
産
方
針
が
示
さ

れ
れ
ば
株
価
の
反
転
攻

勢
の
材
料
に
な
ろ
う
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
７

２
０
３
）
は
８
月
７
日

に
発
表
を
予
定
し
て
い

る
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
で

下
方
修
正
リ
ス
ク
は
根

強
い
が
米
国
で
の
販
売

は
現
状
で
は
好
調
。
多

少
の
値
上
げ
で
も
支
持

さ
れ
る
と
の
見
方
も
多

い
だ
け
に
第
１
四
半
期

発
表
時
に
今
後
の
方
針

が
示
さ
れ
れ
ば
、
自
動

車
セ
ク
タ
ー
全
般
に
安

心
感
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
そ
う
で
注
目
し
た

い
。



2 第432号 2026年7月27日株 式 市 場 新 聞

７
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

ＡＩ関連決算で底入れなるか

　

前
週
の
東
京
市
場
は
小
幅
な
が
ら
３
週
ぶ

り
に
反
発
し
ま
し
た
。
日
経
平
均
は
前
の
週
か

ら
４
７
０
円
上
昇
し
て
い
ま
す
。
週
半
ば
ま
で

は
上
値
を
試
し
ま
し
た
が
、
買
い
先
行
の
あ
と

失
速
す
る
戻
り
売
り
圧
力
の
強
さ
を
感
じ
さ

せ
る
展
開
で
、

週
末
は
Ａ
Ｉ
関
連
が
総
崩

れ
に
な
り
大

幅
に
下
落
し
ま
し
た
。
週

足
は
陽
線
な

が
ら
長
い
上
髭
を
引
き
、

調
整
継
続
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト

な
ど
米
テ
ッ
ク
株
や
国
内

で
も
デ
ィ
ス

コ
が
好
決
算
を
受
け
て
も

売
ら
れ
、
心

理
を
冷
や
し
ま
し
た
。　

　

今
週
は
国

内
外
で
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
株

の
決
算
発
表
が
本

格
化
し
ま
す
。
米
国
で
は

メ
タ
や
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
、

韓
国
で
は
Ｓ
Ｋ
ハ

イ
ニ
ッ
ク
ス
や
サ
ム
ス
ン

電
子
、
国
内
で
は

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
、キ
オ

ク
シ
ア
が
発
表
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
前
週

は
想
定
内
と
し
て

好
決
算

を
売
る
動
き
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
突
っ
込
み
警
戒
感
も
強

ま
っ
て
お
り
、
底
入
れ
反
転

の
き
っ
か
け
に
な
る
か
に

注
目
で
す
。　
　

 

花
咲 

翁

１
Ｑ
19
％
営
業
減
益
を
嫌
気

安
川
電
機
ス
ト
ッ
プ
安

安川電機の日足チャート

　

週
明
け
１
３
日
、
安

川
電
機
（
６
５
０
６
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。
１
０

日
の
取
引
終
了
後
、
２

７
年
２
月
期
の
第
１
四

半
期
（
３
～
５
月
）
決

算
を
発
表
、
連
結
営
業

利
益
で
前
年
同
期
比
１

９
・
２
％
減
の
８
４
億

８
６
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

移
行
影
響
に
加
え
、
間

接
費
の
増
加
や
欧
州
に

お
け
る
事
業
構
造
改
革

費
用
な
ど
の
計
上
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
。

古
野
電
65
％
営
業
増
益

　

古
野
電
気
（
６
８
１

４
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
ま

で
買
わ
れ
た
。
１
０
日

の
取
引
終
了
後
、
２
７

年
２
月
期
の
第
１
四
半

期
（
３
～
５
月
）
決
算

は
連
結
営
業
利
益
で
前

年
同
期
比
６
５
・
３
％

増
の
５
６
億
８
１
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
商
船

向
け
市
場
に
お
い
て
、

代
替
燃
料
船
需
要
な
ど

を
背
景
と
し
た
造
船
会

社
の
高
い
手
持
ち
工
事

量
を
受
け
、
特
に
中
国

で
の
新
造
船
向
け
販
売

が
継
続
し
て
増
加
し
た
。

良
品
計
画
は
上
方
修
正

 
 

　

良
品
計
画
（
７
４
５

３
）
が
急
反
発
、
年
初

来
高
値
を
更
新
し
た
。

１
０
日
の
取
引
終
了
後
、

２
６
年
８
月
期
の
業
績

予
想
の
修
正
を
発
表
、

連
結
営
業
収
入
で
８
８

７
０
億
円
か
ら
９
０
７

０
億
円
（
前
期
比
１
５
・

６
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
８
９
０
億
円
か
ら

９
８
０
億
円
（
同
３
２
・

７
％
増
）
へ
上
方
修
正

し
た
。
主
に
海
外
事
業

を
中
心
に
売
上
が
好
調

に
推
移
し
た
こ
と
に
加

え
、
収
益
性
の
改
善
が

進
ん
だ
。

太陽誘電ストップ高
ＡＩ向けコンデンサ期待高まる

　

１
４
日
、

ソ
フ
ト
バ

ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９

９
８
４
）

が
後
場
買

い
進
ま
れ
、

Ａ
Ｉ
半
導

体
関
連
の

一
角
も
出

直
る
動
き
。

法
人
向
け

年
次
イ
ベ

ン
ト
「
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
ワ
ー
ル
ド
」

に
登
壇
し
た
孫
正
義
会

長
兼
社
長
が
２
０
４
０

年
に
は
世
界
の
Ａ
Ｉ
イ

ン
フ
ラ
の
投
資
が
年
５

兆
ド
ル
（
約
８
０
０
兆

円
）
に
な
る
と
の
見
方

を
示
し
た
と
伝
わ
っ
た
。

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
３
・

７
京
円
と
な
り
、
「
う
ち

２
０
％
の
７
０
０
０
兆

円
が
Ａ
Ｉ
関
連
売
り
上

げ
に
な
る
と
」
説
明
し
た
。

シ
リ
コ
ン
ス
タ
減
額
無
配

　

シ
リ
コ
ン
ス
タ
ジ
オ

（
３
９
０
７
）
が
ス
ト
ッ

プ
安
。
２
６
年
１
１
月

期
の
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
営
業
損
益
で
１
億

２
２
０
０
万
円
の
黒
字

か
ら
２
億
円
の
赤
字
（
前

期
１
億
４
７
０
０
万
円

の
黒
字
）
へ
下
方
修
正
、

期
末
一
括
配
当
を
１
０

円
か
ら
無
配
（
前
期
１

０
円
）
へ
引
き
下
げ
た
。

ワ
ン
プ
ラ
が
ス
ト
ッ
プ
高

　

ワ
ン
ダ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
（
４
１
９
９
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
サ
ン
リ
オ

（
８
１
３
６
）
と
新
作

ゲ
ー
ム
共
同
開
発
で
合

意
し
た
と
発
表
し
た
。

サ
ン
リ
オ
の
Ｉ
Ｐ
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
、
同

社
が
得
意
領
域
で
開
発

を
担
い
、
共
同
で
新
た

な
価
値
提
供
を
目
指
す
。

前
澤
Ｈ
Ｄ
は
優
待
導
入

 
 

　

１
５
日
、
前
澤
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
５
７

５
Ａ
）
が
一
段
高
で
最

高
値
。
株
主
優
待
制
度

の
導
入
を
発
表
し
た
こ

と
が
好
感
さ
れ
た
。
２

０
２
７
年
以
降
、
毎
年

「
6
月
末
と
1
2
月
末
」

時
点
の
株
主
が
対
象
で
、

５
０
０
株
以
上
保
有
の

株
主
に
保
有
株
数
に
応

じ
て
新
潟
県
産
雪
蔵
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
年
２
回
贈

呈
す
る
。
た
だ
し 

初
回

は
２
６
年
１
１
月
末
を

基
準
日
と
し
て
実
施
さ

れ
る
。
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ＡＩ関連主力大幅続伸
ＳＫハイニク急伸やＡＳＭＬ好決算

レーザーテック
　　の日足チャート

 
 

　

１
５
日
、

キ
オ
ク
シ

ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス
（
２
８

５
Ａ
）
や

レ
ー
ザ
ー

テ
ッ
ク

（
６
９
２

０
）
な
ど

Ａ
Ｉ
半
導

体
関
連
の

主
力
株
が

が
大
幅
続

伸
。
米
国

株
市
場
で
Ｓ
Ｏ
Ⅹ
指
数

が
高
く
、
メ
モ
リ
大
手

マ
イ
ク
ロ
ン
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
や
キ
オ
ク
シ
ア

と
工
場
を
共
同
運
営
す

る
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
も
約

５
％
高
と
急
騰
、
韓
国

市
場
で
は
Ｓ
Ｋ
ハ
イ
ニ

ッ
ク
ス
が
１
１
・
５
％

超
上
昇
し
て
お
り
、
オ

ラ
ン
ダ
・
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
好
決

算
を
受
け
、
半
導
体
関

連
が
買
い
戻
さ
れ
る
な

か
、
１
４
日
付
で
み
ず

ほ
証
券
が
レ
ー
ザ
ー
テ

ッ
ク
の
目
標
株
価
を
引

き
上
げ
た
。

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
関
連
Ｉ
Ｂ
Ｍ
急
落

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
６
７
０
１
）

や
富
士
通
（
６
７
０
２
）

の
ほ
か
、
野
村
総
合
研

究
所
（
４
３
０
７
）
、
Ｓ

ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
（
４
４
４

３
）
な
ど
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
関

連
が
値
を
崩
し
た
。
米

国
株
市
場
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が

２
５
％
超
の
急
落
に
な

っ
た
こ
と
で
、
売
り
が

波
及
し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は

決
算
発
表
に
先
立
っ
て

開
示
し
た
業
績
で
複
数

の
受
注
案
件
が
成
立
せ

ず
、
売
上
高
、
利
益
が

市
場
予
想
を
下
回
っ
た
。

  

キ
オ
ク
シ
ア
大
幅
反
落

　

１
６
日
、
キ
オ
ク
シ

ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
２
８
５
Ａ
）
が
４
日
ぶ

り
大
幅
反
落
。
米
国
市

場
で
マ
イ
ク
ロ
ン
な
ど

が
急
落
し
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数

が
下
落
、
韓
国
市
場
で

も
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
指
数
が

下
落
し
た
こ
と
か
ら
メ

モ
リ
関
連
企
業
の
世
界

的
企
業
の
同
社
株
へ
も

連
想
売
り
が
嵩
ん
だ
。

Ｙ
Ｅ
デ
ジ
が
ス
ト
ッ
プ
高

　

Ｙ
Ｅ 

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｌ
（
２
３
５
４
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
エ
ヌ
ビ
デ
ィ

ア
と
協
業
し
て
フ
ィ
ジ

カ
ル
Ａ
Ｉ
分
野
で
取
り

組
み
を
本
格
化
す
る
と

発
表
し
た
。

公
開
価
格
の
２
・
１
倍

チ
ャ
ッ
ト
プ
ラ
ス
の
初
値

　

１
５
日
に
東
証
グ
ロ

ー
ス
市
場
に
新
規
上
場

し
た
チ
ャ
ッ
ト
プ
ラ
ス

（
５
９
８
Ａ
）
が
公
開

価
格
１
０
８
０
円
の

２
・
１
倍
と
な
る
２
２

８
４
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
問
い
合
わ
せ
対

応
を
支
援
す
る
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と

Ｆ
Ａ
Ｑ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
提
供
を
行
う
。
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７
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

 

 

東
京
計
器
７
０
０
０
円
台
回
復

　読者の皆様、一
週間お疲れ様でし
た。

　一旦は下げ止まったかと思ってまし
たが、週末２４日には再び売り直され
ましたね。米国ではハイパースケー
ラーが続々と決算を発表しており、ア
ルファベットも大幅増益なのにＡＩ設
備投資計画が過剰と判断され下落しま
した。それを見て日本のＡＩ半導体銘
柄も売り直されています。今は何事も
ネガティブ材料にされますので、この
流れが変わるまではもう少し我慢で
しょうかね。ただ、２４日は天神祭り
でした。北浜の元証券マンとしては、
「後で振り返って天神底だったなぁ」
と語りたいところデス。
　現役時代に毎年、この時期に相場が
低迷していたら、９月の高配当銘柄を早め
に手当するようにしてました。三井松島Ｈ
Ｄ（１５１８）やフジメディアＨＤ（４６７
６）とかですね。調べれば良さ
そうなのがあります。東京計器
（７７２１）が７０００円回復
してきましたヨ。　　　 （若様）

３
Ｑ
26
％
営
業
増
益
で
配
当
引
上
げ

サ
イ
ゼ
リ
ヤ
が
Ｓ
高

サイゼリヤの日足チャート

　

１
６
日
、
サ
イ
ゼ
リ

ヤ
（
７
５
８
１
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
７
年
８

月
期
の
第
３
四
半
期
累

計
（
９
～
５
月
）
決
算

は
、
連
結
営
業
利
益
で

前
年
同
期
比
２
５
・
６

％
増
の
１
３
３
億
２
７

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

ス
ト
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
維
持
で
き
る
店
内

組
織
の
構
築
、
メ
ニ
ュ

ー
施
策
や
Ｄ
Ｘ
活
用
効

果
な
ど
に
よ
り
、
既
存

店
の
客
数
、
客
単
価
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
期

末
一
括
配
当
を
３
０
円

か
ら
３
５
円
（
前
期
３

０
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

キオクシアがＳ安
ＳＯＸ続落し特許侵害伝わる

　

週
末
１

７
日
、
キ

オ
ク
シ
ア

ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

（
２
８
５

Ａ
）
が
ス

ト
ッ
プ
安
。

米
国
市
場

で
マ
イ
ク

ロ
ン
な
ど

が
急
落
し

Ｓ
Ｏ
Ｘ
指

数
が
続
落

し
た
こ
と
か
ら
メ
モ
リ

関
連
の
世
界
的
企
業
の

同
社
株
へ
連
想
売
り
が

嵩
ん
だ
。
米
テ
キ
サ
ス

州
ウ
ェ
ー
コ
連
邦
地
裁

の
陪
審
が
米
衛
星
通
信

会
社
ビ
ア
サ
ッ
ト
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
モ
リ
技

術
に
関
す
る
特
許
を
侵

害
し
た
と
し
て
、
２
億

２
９
０
０
万
ド
ル
の
支

払
い
を
命
じ
る
評
決
を

下
し
た
と
伝
わ
っ
た
こ

と
も
嫌
気
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｈ
連
続
ス
ト
ッ
プ
高

　

Ｊ
Ｓ
Ｈ
（
１
５
０
Ａ
）

が
連
続
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
７
年
３
月
期
の
連
結

営
業
利
益
を
１
億
７
８

０
０
万
円
か
ら
３
億
９

５
０
０
万
円
（
前
期
１

億
５
０
０
万
円
の
赤

字
）
へ
大
幅
に
増
額
、

３
期
ぶ
り
最
高
益
更
新

を
見
込
み
、
２
９
年
３

月
期
に
１
３
億
２
１
０

０
万
円
（
今
期
予
想
比

３
．
３
倍
）
を
目
指
す
。

 

ニ
チ
レ
イ
入
出
庫
再
開

　

ニ
チ
レ
イ
（
２
８
７

１
）
が
逆
行
高
。
こ
の

日
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
障
害

で
停
止
し
て
い
る
低
温

倉
庫
の
入
出
庫
作
業
を

順
次
再
開
す
る
こ
と
が

好
感
さ
れ
た
。
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
の
冷
凍
食
品

の
欠
品
か
ら
学
校
給
食

の
メ
ニ
ュ
ー
変
更
ま
で

広
範
囲
に
及
ん
て
い
た

こ
と
か
ら
安
心
感
か
ら

買
い
戻
し
が
加
速
し
た
。

テ
ラ
ド
ロ
ン
防
衛
事
業
発
表

　

連
休
明
け
２
１
日
、
Ｔ

ｅ
ｒ
ｒ
ａ　

Ｄ
ｒ
ｏ
ｎ

ｅ
（
２
７
８
Ａ
）
が
大
幅

続
伸
。
こ
の
日
１
８
時

か
ら
防
衛
事
業
戦
略
発

表
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
す
る
と
発
表
し

た
こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

同
社
が
推
進
す
る
迎
撃

ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
取

り
組
み
、
防
衛
戦
略
の

進
捗
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
い
う
。

令
和
Ａ
Ｈ
ス
ト
ッ
プ
高

　

令
和
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ

ン
グ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
２
９
６
Ａ
）
ス

ト
ッ
プ
高
。
東
京
大
学

発
の
Ａ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
Ｚ
ｅ
ｔ
ａ
Ｘ
と
業

務
提
携
す
る
と
発
表
し

た
こ
と
が
買
い
手
掛
か

り
に
な
っ
た
。
２
７
年

３
月
期
第
１
四
半
期
の

連
結
決
算
は
、
営
業
利

益
５
億
５
１
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
５
１
・
２

％
増
）
と
大
幅
増
益
で

着
地
、
第
２
四
半
期
計

画
の
８
億
７
８
０
０
万

円
（
同
７
・
０
％
増
）

に
対
す
る
進
捗
率
は
６

３
％
に
達
し
収
益
上
振

れ
も
期
待
さ
れ
た
。

 

石
原
産
増
産
伝
わ
る

　

石
原
産
業
（
４
０
２

８
）
が
大
幅
反
発
。
Ａ
Ｉ

サ
ー
バ
ー
向
け
電
子
材

料
の
生
産
能
力
を
２
倍

に
引
き
上
げ
る
と
伝
わ

っ
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
向
け
高

純
度
酸
化
チ
タ
ン
で
Ａ

Ｉ
関
連
需
要
に
対
応
。
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ハリマ化成Ｇ

　

ハ
リ
マ
化
成
グ
ル
ー
プ

(

４
４
１
０)

の
米
国
子
会
社

プ
ラ
ズ
ミ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社(

フ

ロ
リ
ダ
州)

は
、
国
際
基
準
に
基
づ
き

企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り

組
み
を
評
価
す
る
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｖ
ａ
ｄ
ｉ
ｓ

ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
を
初
め
て
取
得
し
た
。

　

プ
ラ
ズ
ミ
ン
社
は
ロ
ジ
ン
系
内
添
サ

イ
ズ
剤
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
米
国
国
内

で
高
い
シ
ェ
ア
を

持
ち
、
表
面
処
理

剤
や
紙
力
増
強
剤

な
ど
の
製
紙
用
薬

品
を
幅
広
く
展
開
。

ハ
リ
マ
化
成
研
究

開
発
部
門
と
共
同
で
、
米
国
食
品
医
薬

品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
認
証
製
品
を
含
む
高

性
能
製
品
を
開
発
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
２
年
か
ら
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｖ
ａ
ｄ

ｉ
ｓ
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
評
価
を

活
用
し
て
お
り
、
今
回
、
評
価
対
象
企

業
の
う
ち
上
位
５
％
に
授
与
さ
れ
る
ゴ

ー
ル
ド
メ
ダ
ル
を
取
得
し
た
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
発
行
を
は
じ
め
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
設
定
や
研
究

開
発
活
動
に
お
け
る
環
境
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
環
境
、
労
働

と
人
権
、
倫
理
、
持
続
可
能
な
資
材
調

達
の
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
前
年
度
の
シ

ル
バ
ー
メ
ダ
ル
取
得
時
か
ら
大
幅
に
ス

コ
ア
が
向
上
し
て
い
る
。

キオクシア急反発
ＳＯＸやマイクロンなど上昇

オクシアＨＤ
　 の日足チャート

　

２
１
日
、

キ
オ
ク
シ

ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス
（
２
８

５
Ａ
）
が

３
営
業
日

ぶ
り
に
急

反
発
。
２

０
日
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
場
で

Ｓ
Ｏ
Ｘ
指

数
が
反
発

し
、
マ
イ

ク
ロ
ン
や
サ
ン
デ
ィ
ス

ク
も
上
昇
し
て
い
た
こ

と
か
ら
買
い
戻
し
の
動

き
が
強
ま
っ
た
。
最
高

値
１
１
万
２
７
０
０
円

か
ら
半
値
に
売
り
叩
か

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

短
期
的
な
突
っ
込
み
警

戒
感
や
値
ご
ろ
感
も
で

て
い
る
よ
う
だ
。

ザ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
高

26
年
12
月
期
予
想
を
上
方
修
正

　
２
２
日
、
ザ
イ
ン
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
６
７
６

９
）が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２

６
年
１
２
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結
純

利
益
で
３
０
０
万
円
か

ら
１
億
７
０
０
万
円
（
前

期
３
億
３
４
０
０
万
円

の
赤
字
）
へ
上
方
修
正
し

た
。
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
事
業
で
前

下
半
期
か
ら
量
産
出
荷

を
本
格
開
始
し
た
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
向
け
製

品
の
出
荷
が
順
調
に
増

加
し
、
製
造
コ
ス
ト
増
加

に
伴
う
販
売
価
格
改
定

の
影
響
も
で
て
い
る
。

 

 

多
木
化
は
大
量
保
有

　

多
木
化
学
（
４
０
２

５
）
が
大
幅
続
伸
。
大

量
保
有
報
告
書
で
英
投

資
フ
ァ
ン
ド
の
ア
セ
ッ

ト
・
バ
リ
ュ
ー
・
イ
ン

ベ
ス
タ
ー
ズ
（
Ａ
Ｖ
Ｉ
）

が
新
た
に
５
・
０
％
を

取
得
し
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
「
持
続

的
企
業
価
値
向
上
に
必

要
な
場
合
は
重
要
提
案

行
為
を
行
う
可
能
性
が

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

イ
ン
ソ
ー
ス
自
社
株
買
い

　

イ
ン
ソ
ー
ス
（
６
２

０
０
）
が
急
伸
。
上
限

３
０
０
万
株
（
発
行
済

株
式
総
数
に
対
す
る
割

合
３
・
５
％
）
、
２
０
億

円
を
上
限
に
し
た
自
己

株
式
取
得
枠
を
設
定
し

た
。
取
得
期
間
は
７
月

２
２
日
～
９
月
３
０
日
。

同
時
に
発
表
し
た
２
６

年
９
月
期
の
第
３
四
半

期
累
計
決
算
は
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

３
・
７
％
増
の
４
４
億

８
０
０
０
万
円
だ
っ
た
。

公
開
価
格
７
％
下
回
る

テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
の
初
値

　

テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
（
５

９
３
Ａ
）
が
東
証
グ
ロ

ー
ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
０
８
５
円

を
７
・
０
％
下
回
る
１

０
０
９
円
で
初
値
が
生

ま
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
ソ

ー
ス
の
自
動
運
転
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
た

自
動
運
転
車
両
の
開
発
・

販
売
、
実
証
・
導
入
支

援
な
ど
を
行
う
。

デルタフライ希薄化
　

２
３
日
、
Ｄ
ｅ

ｌ
ｔ
ａ―

Ｆ
ｌ

ｙ 

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ

ａ
（
４
５
９
８
）

が
急
落
。
Ｅ
Ｖ
Ｏ 

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
を
割

当
先
と
す
る
第

三
者
割
り
当
て

に
よ
る
第
１
２

回
新
株
予
約
権

と
第
３
回
無
担

保
社
債
の
発
行
、

新
株
予
約
権
の
買
い
取

り
契
約
の
締
結
を
発
表

し
た
こ
と
で
、
希
薄
化

を
懸
念
し
た
売
り
が
か

さ
ん
だ
。
新
株
予
約
権

に
よ
る
潜
在
株
式
数
の

発
行
済
み
株
式
総
数
に

対
す
る
割
合
は
最
大
７

５
・
９
％
。
調
達
資
金

１
２
億
４
６
４
０
万
円

は
研
究
開
発
費
や
社
債

償
還
資
金
に
充
当
す
る
。

ア
ウ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
高

 
 

 
 

　

ア
ウ
ン
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
（
２
４
５
９
）

ガ
ス
ト
ッ
プ
高
。
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
広
告
の
運

用
支
援
を
開
始
し
た
と

発
表
し
た
。
日
本
や
米

国
な
ど
の
７
カ
国
で
広

告
配
信
を
支
援
す
る
。
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造船業界向け拡大つづく
半導体装置メーカー中心に販売増加

成
長
基
盤
強
化
へ
投
資

英　

和

（
９
８
５
７
）

英和の日足チャート

　英和（９８５７）は工業用計測制御機器、
環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業
機械の分野で、あらゆる産業のハイテク化に
貢献する技術総合商社で、単に「物を売る商
社」ではなく、「提案型セールスエンジニア企
業」へと変貌している。
　化学業界と鉄鋼業界にでは、定期修理に伴
う更新需要に加え、設備保全業務の効率化や
設備運営の高度化を目的とした投資需要を取
込み堅調に推移。また、生産設備の高稼働状
況を背景に造船業界向けが増加し、重点戦略
に掲げている「コト売り」をはじめとする高
付加価値型の営業を推進。これにより、前２
６年３月期は連結売上高で４８８億４６００
万円（前の期比３．６％増）、営業利益で２９

億７５００万円（同
６．８％増）と増
収増益を達成して

いる。
　２７年３月期
は、売上高
では４８５
億円（前期
比０．７％

減）と前期並みを確保するものの、新人
事制度の導入に伴う人件費の増加や、人
材育成を目的とした教育制度の充実など
により、営業利益では２６億６０００万
円（同１０．６％減）と２桁減益を見込
む。しかしながら、これらは中長期的な
成長基盤の強化を目的とした先行投資で
あり、生産性向上を通じて、持続的な成
長と企業価値の向上が期待される。
　造船業界の高稼働を背景に、関連機器
の販売が引続き
増加し、製造用
機械・電気機器
業界も半導体市
場の回復から装
置メーカー向け
を中心に販売増
を想定。

三井松島ストップ高
今３月期上方修正で大幅増配

三井松島ＨＤの日足チャート

　
２
３
日
、

三
井
松
島

ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

（
１
５
１

８
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。

２
７
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
６
８

０
億
円
か

ら
７
１
０

億
円
（
前
期
比
８
・
４

％
増
）
へ
、
営
業
利
益

で
９
７
億
円
か
ら
１
０

０
億
円
（
同
４
・
５
％

増
）
へ
上
方
修
正
、
年

間
配
当
で
７
４
円
か
ら

１
３
０
円
（
前
期
６
４

円
）
へ
大
幅
に
引
き
上

げ
た
。
連
結
子
会
社
の

上
場
株
式
投
資
に
よ
る

特
別
利
益
加
え
、
山
洋

の
子
会
社
化
が
寄
与
。

デ
ィ
ス
コ
が
大
幅
反
落

33
％
営
業
増
益
も
期
待
値
以
下

 
 

 
 

　

週
末
２
４
日
、
デ
ィ

ス
コ
（
６
１
４
６
）
が

大
幅
反
落
。
未
定
と
し

て
い
た
２
７
年
３
月
期

の
第
２
四
半
期
累
計

（
４
～
９
月
）
予
想
を

発
表
、
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
３
３
・

０
％
増
の
１
０
４
９
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
が

市
場
で
の
期
待
値
以
下

が
嫌
気
さ
れ
た
。
想
定

よ
り
機
械
製
品
の
検
収

が
進
捗
し
て
い
る
。

Ｋ
Ｏ
Ａ
大
幅
上
方
修
正

 
 

 
 

　

Ｋ
Ｏ
Ａ
（
６
９
９

９
）
が
急
反
発
。
２
７

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
７
７
４
億
円
か
ら

８
７
３
億
円
（
前
期
比

２
０
・
８
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
２
８
億
３

０
０
０
万
円
か
ら
５
３

億
６
０
０
０
万
円
（
同

４
７
・
０
％
増
）
へ
大

幅
に
上
方
修
正
し
た
。

欧
米
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
向
け
需
要
や

中
国
の
車
載
向
け
需
要

と
日
本
、
中
国
、
そ
の

他
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
産
業
機
器
向
け
需
要
、

Ａ
Ｉ
関
連
機
器
向
け
需

要
が
堅
調
に
推
移
す
る

見
通
し
。

Ｓ
Ｂ
Ｇ
ハ
イ
パ
ス
ケ
ラ
売
り

 
 

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９
９
８
４
）
が

続
落
。
米
国
市
場
で
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
ア
マ

ゾ
ン
、
メ
タ
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
ズ
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
、
オ
ラ
ク

ル
な
ど
ハ
イ
パ
ー
ス
ケ

ー
ラ
ー
が
軒
並
み
値
を

崩
し
た
こ
と
か
ら
売
り

が
波
及
し
た
。
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
は
Ａ
Ｉ
投
資

に
よ
る
財
務
負
担
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
Ａ
Ｉ
へ
の
積
極
投
資

を
表
明
し
て
い
る
同
社

株
も
不
安
視
さ
れ
た
。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。              

「国策に売りなし」の格言
成長投資シフトで好機到来

中
長
期
的
な
巨
大
需
要
約
束

日立の日足チャート

　７月２１
日、高市首
相にとって
初となる
「経済財政
運営と改革
の基本方針

（骨太の方針）」が決定された。今回の発表は、
これまでの日本の財政・経済政策の潮目が完全
に変わったことを強烈に印象付ける歴史的な転
換点となった。
　２０２５年版の「財政健全化」というワード
が完全に姿を消し、財政運営の枠組みそのもの
が抜本的に見直されたのである。従来のプライ
マリーバランス（ＰＢ）黒字化を至上命題とし
た「一律抑制型」の引き締め策を撤廃し、財政
目標の中核には「国・地方の総債務残高対国内
総生産（ＧＤＰ）比の安定的な低下」が新たに
据えられた。
　これは、支出を切り詰めて赤字を減らすデフ
レ型の発想から、成長投資によって経済のパイ
（ＧＤＰ）そのものを拡大させ、相対的に債務
比率を引き下げていくという「責任ある積極財
政」への大転換だ。
　政策の重点領域を分析すると、「投資」に舵
を切る明確なシフトが見て取れる。歳出構造に
ついても「伸ばすべき歳出と見直すべき歳出を
峻別する」と明記され、非効率なバラマキを排
除する一方で、成長の起点となる国策分野へ資

金を集
中投入
するメ
リハリ
が徹底
された。
　高市
内閣は
「強い
経済」
が最大
の政策

目標とし、
「日本と日
本人の底力
を活かし、
総合的な国
力を徹底的
に強くする
」ことを掲
げている。
その中心に
あるのが
「強い経済」
の実現であ
る。これは
単なる景気
対策ではな
い。企業が
利益を増や
し、賃金が
上昇し、設備投資が拡大し、税収が増え
る。この好循環を生み出すことが狙いと
なっている。成長によって税収が増えれ
ば、結果として財政も改善していくとい
う考え方である。
　従来の延長線上ではない新たな経済財
政運営が動き出したと言える。この構造
変化は、株式市場や個人投資家にとって
過去最大級の追い風となる可能性を秘め
ている。市場には「国策に売りなし」と
いう格言が存在するが、国が明確な意志
を持って成長投資を主導するフェーズで
は、関連する産業や企業に中長期的な巨
大需要が約束されるからである。
　具体的には国力の根幹をなす防衛・経
済安全保障関連や国土強靱化インフラ、
次世代の産業基盤となる量子技術・ＡＩ・
半導体といった先端イノベーション分野
など１７項目が該当する。
 潮流銘柄は日立製作所（６５０１）、チ
ノー（６８５０）、芙蓉総合リース（８
４２４）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

日経平均の週足チャート

キオクシアの日足チャート

今週は日銀会合（日本銀行本店）

重
要
イ
ベ
ン
ト
消
化
す
る
週

高
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
継
続

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
４
７
０
円
高
と
な
り
３
週
間
ぶ

り
に
上
昇
、
週
足
陽
線
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
中
東
情
勢
が
混
沌
と

し
て
き
て
お
り
原
油
価
格
が
再
び

高
騰
、
週
末
の
下
げ
で
長
い
上
髭

を
引
く
形
の
チ
ャ
ー
ト
と
な
り
、

調
整
局
面
が
続
い
て
い
る
の
を
印

象
づ
け
た
週
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｉ

関
連
株
に
関
し
て
も
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
や
テ
ス
ラ
が
決
算

発
表
を
受
け
て
大
き
く
売
ら

れ
て
お
り
、
調
整
は
長
引
き

そ
う
で
あ
る
。

　

今
週
は
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
や

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
な
ど
半
導
体
株

の
主
力
が
決
算
を
発
表
す
る
。
中

で
も
週
末
の
３
１
日
に
は
キ
オ
ク

シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
決
算

が
発
表
さ
れ
る
が
、
反
転
の
き
っ

か
け
に
な
る
か
注
目
が
集
ま
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
週
は
２
８
日
～
２
９

日
に
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
、
３
０
日
～
３
１

日
に
日
銀
金
融
政
策
決
定
会
合
が

行
わ
れ
る
。
今
回
の
会
合
で
は
日

米
と
も
据
え
置
き
に
な
る
と

市
場
は
予
測
し
て
い
る
が
、

３
０
年

ぶ
り
の

円
安
水

準
に
対

し
て
会

合
後
の

介
入
に

も
注
意

が
必
要

で
あ
る
。

　

休
暇
を
と
る
海
外
投
資
家

が
増
え
る
中
で
の
重
要
イ
ベ

ン
ト
の
消
化
週
と
な
る
の
で
、

今
週
も
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の

高
い
週
と
な
ろ
う
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
は
１
３
週
移

動
平
均
線
（
６
万
５
６
５
９

円
処
）
を
超
え
て
く
る
と
売
り
物

が
増
加
し
、
週
足
の
転
換
線
（
６

万
７
５
８
３
円
処
）
が
上
値
の
抵

抗
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

下
値
は
７
５
日
移
動
平
均
線
（
６

万
４
３
２
５
円
処
）
が
意
識
さ
れ

て
い
る
が
、
抜
け
て
く
る
と
ボ
リ

ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ド
▼
３
σ
（
６
万
２

６
３
５
円
処
）

や
週
足
基
準

線
（
６
万
１

６
９
５
円
処
）

ま
で
下
が
る

可
能
性
も
出

て
く
る
の
で

注
意
し
た
い
。

　

今
週
の
レ

ン
ジ
は
６
万

３
０
０
０
円

～
６
万
７
５

０
０
円
を
想

定
す
る
。
　

（
ハ
チ
ロ
ク
） 

、、

、
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銘
柄探

究
記者の目で企業実態を解析

値ごろ感あり品質良い製品
人
気
シ
リ
ー
ズ
に
新
商
品
投
入

大 森 屋
（２９１７）

定
番
商
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

稲野達郎社長

緑黄野菜ふりかけ

バリバリ職人イカ天。
　瀬戸内れもん味

 バリバリ職人
甘口しょうゆ味

　大森屋（２９１７）が８月１７日から発売
する２０２６年秋の新製品は定番商品のリニ
ューアルと大人気シリーズの新商品投入で消
費者の需要を喚起。海苔の原料価格が落ち着
きを取り戻す中で、消費者が購入しやすい価
格で海苔製品の魅力をアピールする狙いもあ
り、新たなチャレンジで業績拡大を図る。

　

同
社
は
加
工
の
り

製
品
で
の
唯
一
の
上

場
企
業
と
し
て
、
高

い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇

る
。
食
品
業
界
は
原

料
高
や
光
熱
費
、
物

流
費
な
ど
あ
ら
ゆ
る

も
の
の
コ
ス
ト
が
増

加
し

て
お

り
、
こ
の
数
年
間
は

有
明
海
で
の
歴
史
的

な
不
作
で
原
料
海
苔

の
高
騰
と
い
う
危
機

に
も
見
舞
わ
れ
、
同

社
で
は
「
海
苔
離

れ
」
の
傾
向
に
も
危
機
意
識
を
感
じ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
今
年
に

入
っ
て
海
苔
の
原
料
価
格
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
を
機
に
「
よ
り
お
求

め
や
す
い
価
格
帯
で
戦
え
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
既
存
ユ
ー

ザ
ー
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
フ

ァ
ミ
リ

ー
層
へ

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
」
（
稲
野
達
郎
社

長
）
と
し
秋
の
新
製
品
で
攻

勢
を
か
け
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
８
月
１

７
日
か
ら

全
国
で
発

売
す
る
の

が
「
緑
黄
色
野

菜
ふ
り
か
け
」

と
「
小
魚
ふ
り

か
け
」
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
品
と
バ
リ
バ
リ
職
人
シ
リ

ー
ズ
か
ら
新
た
に
「
甘
口
し
ょ
う
ゆ

味
」
、「
イ
カ
天
。
瀬
戸
内
れ
も
ん
味
」
、

「
バ
リ
バ
リ
職
人 

旨
口
し
ょ
う
ゆ
味

１
８
枚
」
の
５
ア
イ
テ
ム
だ
。

　

「
緑
黄
色
野
菜
ふ
り
か
け
」
と
「
小

魚
ふ
り
か
け
」
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
を
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し

つ
つ
、
上
部
の
帯
で
子
供
の
成
長

期
応
援
と
栄
養
成
分
が
目
立
つ
デ

ザ
イ
ン
に
変
更
。
小
魚
ふ
り
か
け

は
現
在
使
用
し
て
い
る
い
わ
し
、

し
ら
す
、
小
え
び
に
、
新
た
に
「
あ

ご
」
を
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
卵

風
味
顆
粒
の
配
合
量
を
増
や
し
て

彩
り
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

一
方
、
２
０
１
８
年
２
月
に
発

売
開
始

と
な
っ

た
「
バ

リ
バ
リ

職
人
」

は
ク
セ

に
な
る

新
食
感

が
大
人
気
と
な
り
、
累
計
売
上
額
は

１
０
９
億
円
（
２
６
年
６
月
末
現
在
）

に
達
し
て
い
る
。
そ
の
第
８
弾
と
な

る
ま
る
か
食
品
と
の
コ
ラ
ボ
で
あ
る

「
イ
カ
天
。
瀬
戸
内
れ
も
ん
味
」
は

爽
や
か
な
レ
モ
ン
味
と
イ
カ
の
風
味

を
忠
実
に
再
現
、
お
つ
ま
み
・
お
や

つ
と
し
て
の
訴
求
を
さ
ら
に
強
化
す

る
。

　

第
９
弾
と
な
る
「
バ
リ
バ
リ
職
人 

甘
口
し
ょ
う
ゆ
味
」
は
子
供
に
も
食

べ
や
す
い
甘
口
の
し
ょ
う
油
（
唐
辛

子
不
使
用
）
と
し
て
お
り
、
ヘ
ル
シ

ー
な
お
や
つ
と
し
て
食
べ
れ
る
よ
う

に
「
手
軽
に
海
藻
」「
罪
悪
感
０
（
ゼ

ロ
）
の
文
言
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
入
れ
て
い
る
。
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記者の視点

相場見通し

Ａ
Ｉ
決
算
で
波
乱
継
続
か
？

日
米
金
融
イ
ベ
ン
ト
も
注
視

 

　

先
週
の
東
京
市

場
は
、
日
経
平
均

で
６
万
７
５
０
０

円
台
ま
で
戻
す
場

面
が
あ
っ
た
も
の
の
、
週
末

の
２
４
日
に
は
再
び
Ａ
Ｉ
半

導
体
を
中
心
に
下
値
模
索
と

な
っ
た
。

　

イ
エ
メ
ン
の
親
イ
ラ
ン
武

装
組
織
フ
ー
シ
派
が
２
３
日
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
対
す
る

海
上
封
鎖
の
一
環
と
し
て
、

２
隻
の
サ
ウ
ジ
石
油
タ
ン
カ

ー
を
紅
海
で
、
攻
撃
し
た
と

発
表
し
た
こ
と
で
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
の
代
替
と
し
て
機
能
し

て
い
た
航
路
で
も
不
安
が
高

ま
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油
先
物
が
９

０
ド
ル
台
ま
で
急
騰
。
地
政

学
リ
ス
ク
が
高
ま
る
一
方
で
、

決
算
発
表
で
は
大
幅
増
益
を

発
表
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

は
積
極
的
な
設
備
投
資
が
過

剰
と
判
断
さ
れ
急
落
し
、
ハ

イ
パ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー
へ
の
不

安
が
日
本
の
Ａ
Ｉ
半
導
体
の

売
り
に
波
及
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
半
導
体
関
連
企
業
の

先
陣
を
き
っ
て
発
表
し
た
デ

ィ
ス
コ
（
６
１
４
６
）
は
未

定
と
し
て
い
た
２
７
年
３
月
期

の
第
２
四
半
期
累
計
（
４
～
９

月
）
予
想
を
連
結
営
業
利
益
で

前
年
同
期
比
３
３
・
０
％
増
の

１
０
４
９
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
と
発
表
し
た
が
、
こ
の
大
幅

増
益
で
も
物
足
り
な
い
と
し
て

２
４
日
は
１
２
％
を
超
え
る
大

幅
下
落
と
な
っ
た
。
今
週
は
２

９
日
の
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
（
６

８
５
７
）
な
ど
（
１
面
参
照
）

Ａ
Ｉ
半
導
体
の
主
力
が
続
々
と

第
１
四
半
期
決
算
を
発
表
す
る

も
の
の
、
大
幅
増
益
は
織
り
込

み
済
み
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
企
業
の
株
価
が
波
乱
の

動
き
と
な
れ
ば
、
日
経
平
均
は

先
物
主
導
で
６
万
円
台
前
半
へ

と
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
す
る
可

能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

決
算
発
表
以
外
で
は
２
８
日

か
ら
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
２

９
日
に
は
ウ
ォ
ー
シ
ュ
Ｆ
Ｒ
Ｂ

議
長
の
会
見
が
予
定
さ
れ
、
３

０
日
か
ら
は
日
銀
金
融
政
策
決

定
会
合
が
始
ま
り
、
３
１
日
に

植
田
総
裁
の
会
見
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
進
行
か
ら

ウ
ォ
ー
シ
ュ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
の
タ

カ
派
ス
タ
ン
ス
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
円
安
ド
ル
高
が
更
に
進
行

す
る
可
能
性
が
高
く
、
利
上
げ

に
否
定
的
な
高
市
政
権
を
横
目

で
睨
み
な
が
ら
、
植
田
総
裁
は

厳
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

当面のスケジュール

 

・27日 ６月企業向けサービス価格指数
　　　 中国メモリー最大手ＣＸＭＴが上海
　　　 証券取引所新興市場に上場予定
・28日 ＦＯＭＣ(～29日)
・29日 ウォーシュＦＲＢ議長会見
・30日 日銀金融政策決定会合(～31日)
　　　 ７月消費動向調査
　　　 米6月個人所得・個人支出・デフレ
　　　 ーター
　　　 米４-６月期ＧＤＰ
・31日 植田日銀総裁会見
　　　 日銀「経済・物価情勢の展望」(展
　　　 望レポート）
　　　 ７月東京都区部消費者物価、６月失
　　　 業率・有効求人倍率
　　　 ６月商業動態統計、６月鉱工業生産
・３日 外国為替平衡操作の実施状況公表
　　　 米７月ＩＳＭ製造業景況指数
・４日 ７月マネタリーベース
　　　 米６月ＪＯＬＴＳ求人件数
・５日 ６月15・16日開催の日銀金融政策決
　　　 定会合議事要旨
　　　 韓国、個別株レバレッジ型ＥＴＦ取
　　　 引に必要な最低預託金引き上げ実施
　　　 米７月ＡＤＰ雇用統計
　　　 米７月ＩＳＭ非製造業景況指数
・７日 ６月家計調査
　　　 ６月景気動向指数
　　　 ＧＰＩＦ4-6月期四半期運用報告
　　　 米７月雇用統計

編 

集 

後 

記

　

全
国
各
地
で
体
温
越
え
の
猛

暑
が
続
い
て
い
る
。
週
末
で
一

旦
ピ
ー
ク
に
な
る
ら
し
い
が
、

以
降
も
平
年
を
上
回
る
高
温
の

状
況
に
変
り
が
な
い
と
い
う
か

ら
先
が
思
い
や
ら
れ
る
。
た
だ
、

３
カ
月
予
報
に
よ
れ
ば
９
月
に

な
る
と
平
年
並
み
あ
る
い
は
以

下
に
気
温
が
下
が
る
と
い
う
。

残
暑
は
長
引
か
ず
か
つ
て
の
よ

う
な
普
通
の
秋
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
ら
し
い
。

　

東
京
市
場
で
は
Ａ
Ｉ
関
連
銘

柄
へ
の
売
り
圧
力
が
再
び
強
ま

っ
た
。
少
々
の
好
決
算
は
織
り

込
み
済
み
で
、
米
テ
ッ
ク
株
安

や
不
安
定
な
韓
国
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ

に
上
値
が
抑
え
ら
れ
る
。
し
ば

ら
く
辛
抱
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


